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半導体・デジタル研究教育機構 半導体部門 応用分野

提供できる技術

・eFPGA用EDAツール (論理合成、配置配線)・高位合成向

けコード最適化 (ループ最適化、メモリアクセス最適化)・

Pythonから高性能かつ省メモリ面積なエッジAI用アクセラ

レータを自動生成する技術

特許

・特開2014-225201・特開2014-225200

関連リンク

夢ナビ「未来の半導体チップ設計のためのEDA」

半導体設計自動化ツールの開発とその応用

研究内容

【技術紹介】【技術紹介】

組み込み組み込みFPGA (eFPGA) 用用EDAツールツール (論理合成、配置配線論理合成、配置配線) 開発開発

デジタル回路を高効率・柔軟に実装できるeFPGA (SoC向けFPGA IP) は競争力のある半導体集積回路の設計上重要である。高性能な

eFPGA設計に不可欠なEDAツールを開発している。

高位合成向けループ・メモリアクセス最適化、高位合成向けループ・メモリアクセス最適化、AIエッジアクセラレータ開発エッジアクセラレータ開発

Python、C言語等のアルゴリズムからハードウェアを自動生成する高位合成を用いることで、高性能、省エネルギー、小面積な集積回路

を自動生成できる。その際、ループ最適化やメモリ最適化を人手適用する必要があり、膨大な時間がかかるため、これら最適化を自動で

行うツールを開発した。この技術を使用して、短期間に高性能・省メモリなAIエッジアクセラレータを生成する技術を開発している。

 

キーワード

半導体設計   FPGA   EDA   高位合成   エッジAI   ループ最適化   メモリ最適化   アクセラレータ   総合領域   計算基盤   計算機シ

ステム  

《ご連絡先》　コーディネータ 中井　真澄中井　真澄 TEL096-342-3966 FAX:096-342-3300 mail:m-nakai@jimu.kumamoto-u.ac.jp
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